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夏休みにしかできない経験や体験を 
心と心のふれあい、結びつき 

                                                   校長 福田 悟之 

月日が経つのは早いものでもう７月、１学期の締めくくりの時期となりました。お子様が入学して、

または進級して３ヶ月が経ちましたがいかがでしょうか。できなかったことができるようになった、

知らなかったことを新たに知った、苦手だったことに進んで取り組めるようになった等、多くの成長

があったのではないでしょうか。学習面・生活面などお子様のこれからが、さらによりよい方向へ進

みますよう、今後ともご協力をお願いいたします。 

先日、校内を回っていた際、１階の児童玄関のところを通ると、犬を連れたご年配の女性の方が東

門から入って来られました。保護者の方ではなさそうなので、どなたかな？と思いながら「こんにち

は、何かご用ですか。」と声をかけると、その方は、持っていた手提げ袋から封筒を出しながら「先生

ですか？」と尋ねられました。「はい、校長の福田と申します。」とお答えすると、笑顔を浮かべ「そ

れは、校長先生とお会いできてよかった。」とおっしゃられて封筒を手に話し始められました。 

『私は、荻島小の通学路に住む者で、毎朝、家の前で通る子どもたちにあいさつの声かけをさせてい

ただいています。先日、４年生の子から、お礼のお手紙をもらって、うれしくて、ぜひ先生方にも伝え

たいと思って、手紙を持ってきました。朝のあいさつは、リハビリ代わりにしていることなのに、お礼

のご褒美までいただいて本当にうれしくて、、、』とうっすら涙さえ浮かべてお話になりました。封筒の

中を見させていただくと中には、４年生の子から地域の方への手紙と、この方から学校への手紙が入っ

ていました。 

４年生の子の手紙には、『いつもあいさつをしてくださりありがとうございます。心が元気になりま

す。これからもお体に気をつけてよろしくお願いします。』と書かれており、女性の方から学校への手

紙には、子どもからの手紙に対しての喜び、感謝、そして、その気持ちを、先生たちにもお分けしたい、

これからも健康に気をつけて続けさせていただこうと思います、との内容が書かれていました。  

地域で見守っていいただいている方の気持ちが子どもに伝わり、それに対して、子どもが感謝の気持

ちを伝え、その気持ちに対してまた、喜びと、感謝の気持ちが届けられ、心と心のふれあい、結びつき

が見られた、本当に感動した瞬間でした。その後、昼休みに手紙を書いた４年生の子に校長室に来ても

らい、手紙をもらった方が、喜びと感謝を伝えに学校までわざわざ来てくれたことを伝えました。児童

は、それをうれしそうに聞いてくれました。こんな心のふれあいが、子どもたちの心をより育んでいく

のだろうなと感じました。 

残り少なくなってきた１学期ですが、７月も保護者の皆様、地域の皆様のご支援ご協力を賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

夏休みとなります。今年の夏休みは、３８日間の長いお休みです。子どもたちには、学校ではで

きない経験や体験をたくさんしてほしいと願っています。 私自

身を振り返ってみると、夏休みといえば、『ラジオ体操』を思い

出します。今ではなかなか見られる光景ではありませんが、私の

子どもの頃は、どこの地区でも盛んに行われていました。朝６時

過ぎに近くの公園で、その地区に住んでいる小学生たちが集ま

り、ラジオ体操をして、首から下げたカードにハンコをもらい、

家に帰るといった約３０分のことを、夏休みの間ずっと毎日のよ

うに続けていくものです。皆さんのなかにも、懐かしいと思われ

る方もいるのではないでしょうか。 そんなラジオ体操ですが、

低学年から毎年のように行っていると、当然マンネリ化してきま

す。それを打開しようとして起きた出来事かは定かではないので

すが、５年生の夏休みのラジオ体操の時に異変が起こりました。

ある同級生の男子が、服の胸のあたりに、ブローチのようにカブ

トムシを１匹つけて、公園へやってきました。実は、夏休みの日

課として、ラジオ体操前の虫捕りは、男子の間で密かに流行って

いました。いつもならば、カブトムシ等を捕って家にある虫かご

に入れてから、公園に向かっていました。それを見た私を含めた

数名の男子は、次の日から胸にカブトムシやクワガタムシをつけ

て来るようになりました。ちなみに、カブトムシ等はどんな木に

もいる訳ではなく、捕る場所はそれぞれが何ヶ所か決めていて、

毎日そこへ行って捕ってきます。当然、その場所は誰にも秘密で、
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日 曜 主な行事予定 

１ 月 特別日課 

２ 火 特別日課 

３ 水 特別日課 
教育相談日 

４ 木 特別日課 
校内授業研究会 
クラブ・委員会活動なし 

５ 金 特別日課 

６ 土  

７ 日  

８ 月 特別日課 

９ 火 特別日課 

１０ 水 特別日課 
トウモロコシの皮むき 1年・ひ

まわり 

しらこばと号 

１１ 木 特別日課 

クラブ・委員会活動なし 

１２ 金 特別日課 

ひまわり買い物学習 

５年林間学校事前健康診断 

１３ 土 第２グラウンド ヤグラ組立 

１４ 日  

１５ 月 海の日 

１６ 火 特別日課４時間（清掃あり） 

１～５年給食最終日 

スクールカウンセラー来校 
１７ 水 特別日課３時間 

１～５年給食なし 

６年給食・清掃あり 

１８ 木 特別日課３時間 

１～５年給食なし 

６年給食最終日・清掃あり 

１９ 金 特別日課３時間 

（給食なし） 

１学期終業式 

ふれあいデー 
２０ 土 地区盆踊り大会 

２１ 日 第２グラウンド ヤグラ解体 

２２ 月 夏季休業日（～8/25） 

２３ 火  

２４ 水 しらこばと号 

２５ 木  

２６ 金  

２７ 土  

２８ 日  

２９ 月  

３０ 火 林間学校５年 

３１ 水 林間学校５年 

７月の行事予定 
今月の生活目標  

『学校をきれいにします』 
   ・身じたくをととのえて、無言でそうじします。 

・清掃用具は大切に使います。 

・すみずみまできれいにします。 

清掃がされ、整理整頓された美しい環境は、人格形成の基盤といわ

れています。その環境をつくり、維持するのは、人です。環境を整え

る活動をすることで、公共性・協力性・社会性等が育ちます。また、

「人」も最大の環境といわれています。誰に対しても優しさや思いや

りをもって接し、美しい人間関係、環境を築けるように心掛けていき

たいです。 

 

 夏季休業中の「留守電」設定について 

越谷市立小・中学校では、夏季休業中の教職員勤務時間外は留守番

電話機能が設定されます。これは、教職員の長時間にわたる在校時間

の縮減や負担軽減を図り、法令に則り教職員の勤務時間を適正に管理

することをねらいとしています。夏季休業中の平日は、午後４時５０

分～翌朝午前８時２０分まで、土日・祝日・学校閉庁日（８／１０～

８／１６）は終日応答メッセージが流れます。緊急の電話については、

勤務時間外は対応しておりませんが、学校閉庁日は下記の時間帯平日

のみ、教育センターにて受け付けております。 

 受付時間 受付先 

学校閉庁日 

※平日のみ 

(8/10～8/16) 

午前 8時 30分～

午後 5 時 15 分 

越谷市教育センター 

電話 ０４８－９６０－４１５０ 

 

 

 

 

ハーモニー集会（６年生）   教育実習生との授業（５年生） 

「荻島小は地域が教室です」 

「学校、家庭、地域で育てる」 

目指す学校像   〈教師にとって〉      〈子供にとって〉    〈保護者にとって〉 
（具体化）    自分の力を高め発揮できる学校   学びが深まり広がる学校    安心して子どもを送り出せる

学校 
越谷市立荻島小学校 学校だより第４号 

発行日 令和６年６月２８日（金）  

発行者 校長 福田 悟之 

児童数 ４４４人 （６月２８日現在） 
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甲冑工場見学 （３年生）  リユース見学（４年生）   読み聞かせ（１年生） 


